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lは じ め に

2004年 lよ 水稲の登熟期に3度の台風 (台風 15号 (8月 20

日)、 16号 (8月 31日 )、 18号 (9月 8日 ))が秋田県沖を北上

し、沿岸部を中心に大幅にヤ甫

“

誕 下した 敏 田県中央作況指

数 691。 特に台風 15号は「あきたこまち」の乳熟期にあたり、

南南西から南西からの強風 僑歩測嘩 41 lm/s:秋田祠 を

伴い、降水量 (日降水量師に アメダス爛 力沙え碗 つヽたこと

で 潮風害による減収と品質低下を引き起こした。そこで 八

郎潟千拓地における潮風害による減収及び品質低下と長期要素

欠如及mの 関係を、1978年から継続している水稲三

要曰零tttC喩り閾から晰 した

2試 験 方 法

(1)●I―
1)調場 所・土膨 静 :秋田農試 癬 ・¨

グライ低地上、強粘質 輌泄瀬!繭峠線から約 12kml

2)試験年次 :2004年 (19784勲 らヽ継続27年目)

3)供試品種 :あきたこまち (1994～20040・ 中苗

41移植日・成澪口:2004年 5月 14日・9月 15日

D諏 の構成 :C無鵬翻ふ 蜂 区 C無リン酸区、

C無カリ区、C三要素区、C雌肥区 ⊂要素+柳 、C稲

わら区 イ=尊素+稲わら)、 各2区制 (1区 50●

6)bllEl■ :基肥 佳素 リン駄 カリウム)各 0 5kya、 無追

肥 制 巴稼畜ふが錮D120kg勁/am、 釉 ら

60kg/aO撒怖、春耕D
(D′い :看酔隣吐 い を鯰 し、ナトリウ

ム及びカリウムは原子吸力去 窒素及びリン酸はオートアナ

ライザL(プランルーペわ により、分析した

(31自沐凛い拶モ螢荷査 :粒暉 1 7rom)吐の妹  (1区約 3000

粗 を品質判定磯RS 2000岬 により選B晰臨 目視に

より、自椰 吼 自粒+心自粒+腹自粒+背自粒+基自粉

を調 」した。

3… 碑 崇

(1刈甦訳 収』財蘭J活目粛0支0申
三要素区の収量は、37 3kg/a(平年比 65)と試験開始以来の最

低収量であつた。その減収理由は、 3度の台風による脱粒と潮

風害による登熟歩合低下であつた 俵 1)。

外観品質は堆肥区の1区を除きすべて等外で 落等理由は充実

度不足で特に自未熟粒によるものであった。また、選別のふる

い目を 1 75olnか ら1 9mmに しても外観品質は向上しなかった。

また、要素欠如区や有機物運用区の三要素区に対する囀

は平年並みであつた 俵 2)。

(2)稲体ナトリウム濃度の推移

台風 15号通過翌日の穂及び茎葉の稲体ナトリウム濃度は 海

水の付着により急激に増加し 〈0 8mg Na疇 に相当)、 8月 21

～26日 までは降雨 側間降水量 7mmlによりやや減少したカミ

そ¨ まで高く維持された。このことから、付着した

ナトリウムは稲体に吸収され、長期間稲体にとどまると推察さ

れた (図 1)。

(3)稲体りИ郎ヒU切 リウム濃度と崚 U弦*品質

台風通過翌日から5日後までよ 茎葉のリン酸及動 リウム濃

度と穂のカリウム濃度はやや低下した。しかし、無リン酸区、

無カリウム区の収量及び自未熟職率は、三要素区とほぼ同等で

あることから、リン酸及びカリウムの長期欠如処理による減収

や品質低下への影響ま少ないと考えられた。俵 2、 図2、 3)。

(4)潮風害後の葉緑素計値の分 ヒと自未熟粒率の関係

台風通過後の茎葉窒粛詢支α軒鰤 ずかであった (デ=夕省

Ю 。二ふ 台風通過翌日から5日間における止葉の葉緑素計値

は急敷に低下し、その如 ヒは堆肥区>稲わら区>三要素区>無

窒素区例頂に大きく、稲体の窒素栄養状態と土壊の窒素肥沃度

を反映していた 図 4)。 また 台

―

■1い

ほど白未熟粒力移 く発生する傾向であつた (図 5)。

4ま と め

「あきたこまち」の乳熟期に襲来した台風 15号ヤよ 潮風害を

引き起こし、ハ浪隧肝拓出で 1978年から継続している水稲三要
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素調険でlよ 試験鶏aが認漏祗収量を認禄Ц あわせて自未

陣 ヒ 紳 も著しく低下りL
ハ槙隔調斗酵u― 窄れ こヽともあり、リン酸及びカ

リウムの欠妃処理による収量及嘲 野羽氏下1馳 られな

かつた

表1 三要素区呻 倒雉萎飼機素と平年比

表2収ミ 収國散層抹汲び力炒糊程贋

試験区

=六 台風通過後の止熱窮葉緑素訓国鰺 気区>三要素区

>1置)ら区>瑚距弦鵬に大きく低下u和跡の窒総澤獣態

とり を反映していた。まな 台̈ 轍

帥 1勲 ほヽど自未熟粒が多く発生する傾向めちつた。
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